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３ コーディネーターについて

（１）コーディネーター＊とは

　コーディネーターは、学校と地域をつなぐキーパーソンです。コーディネーターの

役割は一般的に次のようなものが挙げられます。

・地域の人材・関係機関・施設等の情報を収集し、整理・管理します。

・地域連携教員と連携して学校のニーズを収集し、整理・管理します。

・学校の依頼を基にボランティアを地域に募集します。

・学校のニーズに応じたボランティアを学校に紹介します。

・ボランティアと教員、ボランティア同士の関係づくりを行います。

・連携活動に関する各種計画を地域連携教員とともに作成します。

・連携活動に先立ちボランティアと教員の打合せの機会等を設定します。

・ボランティアの活動状況を把握し、改善を図ります。

・地域連携教員と協力して研修会を企画・実施します。

・活動の情報を掲示板等により教員や児童・生徒に知らせます。

・活動の状況を学校だより等により保護者や地域の人に伝えます。

＊県としては学校支援と地域での学習活動をコーディネートする「地域教育コーディネーター」として養成しています。
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図 3.1　コーディネーターの属性
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図 3.2　コーディネーターの有無
栃木県総合教育センター調査（平成 28年）
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　 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に は 、ど の よ う な 人 が な っ て い る の で し ょ う か 。図 3 . 1 は コ ー

デ ィ ネ ー タ ー の 属 性 を 調 査 し た も の で す が 、一 番 多 い の が「 保 護 者・元 保 護 者 」で

6 2 . 4 ％ に な っ て い ま す 。保 護 者・元 保 護 者 は 、そ の 学 校 を よ く 知 る 応 援 団 で あ り 、学

校支援ボランティアから発展して、コーディネーターを務める人も多いようです。

　 ま た 、次 い で 多 く な っ て い る の が 、地 域 を

よ く 知 っ て い る「 自 治 会 役 員 等 」が 1 9 . 7 ％

と な っ て い ま す 。「 学 校 を 核 と し た 地 域 づ く

り 　 　 　 　 　 　 　 」の 観 点 か ら も 、地 域 の 人

材 が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 務 め る こ と は 、学

校 支 援 を き っ か け と し た 地 域 づ く り に も つ

な が っ て い き ま す 。続 い て 、学 校 を よ く 知 っ

て い る 元 教 員 や 市 町 の 教 育 委 員 会 及 び 公 民

館 の 職 員 等 の 行 政 職 員 が コ ー デ ィ ネ ー タ ー

となっている学校もあります。

　 こ の よ う な 状 況 か ら 、コ ー デ ィ ネ ー タ ー

が い な い 学 校 に お い て は 、保 護 者 や 元 保 護

者 に 声 を か け て み る と こ ろ か ら 始 め て み る

の も い い か も し れ ま せ ん 。ま た 、複 数 の コ ー

デ ィ ネ ー タ ー を お 願 い し て 、多 様 な 人 材 を 見 つ け て い く こ と も 有 効 で あ る と い わ れ

ています。様々な立場の方々に声をかけて、学校支援ボランティアの体制づくりを進

めていくことも大切です。

　コーディネーターはどの学校にも設置されているわけではありません。図3 .2は学校

種 別 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 有 無 を 調 べ た も の で す が 、小 学 校 で 5 3 . 2 ％ 、中 学 校 で

51 .4％と、小・中学校では約半数の学校にコーディネーターがいる状況です。一方、高

等学校では15 .2％、特別支援学校では21 .4％と小・中学校と比べると低い設置状況に

なっています。高等学校では、ボラ

ンティアとして学校に来ていただ

く と い う よ り も 、生 徒 が 地 域 に 出

て 行 く と い う 場 面 が 多 く 、活 動 ご

とに関係機関等とつながっていく

こ と が 多 い 状 況 で す 。得 意 な

フィールドを持つ保護者や行政機

関等にコーディネーターをお願い

す る こ と に よ り 、連 携 活 動 の 効 率

化とともに活動の幅も広がってい

くことが期待できます。
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（２）コーディネーターとの連携による効果

　 地 域 の 人 に 授 業 を 支 援 し て も ら い た い と 思 っ て も 、ボ ラ ン テ ィ ア を 探 す こ と を 考

え る と 面 倒 に な っ て し ま う こ と が あ り ま す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、そ ん な 時 に 力 強 い

相談相手になってくれます。教職員が「できるかな？」と感じることも、コーディネー

タ ー に 相 談 す る と 、活 動 に 適 し た 人 材 を 見 つ け て く れ た り 、効 果 的 な 活 動 を 提 案 し て

く れ た り し ま す 。そ の 結 果 、子 ど も た ち の 学 習 に 広 が り や 深 ま り を 持 た せ る こ と が で

きるようになります。

　 地 域 は 人 が 人 を 連 れ て き て く れ ま す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー

同 士 の つ な が り で 多 様 な 人 材 が 発 掘 さ れ ま す 。人 材 の 発 掘

に は 時 間 も 要 す る こ と か ら 、い つ ど の 単 元 で ど の よ う な 支

援が何人くらい必要なのかをコーディネーターに伝えてお

くことが大切です。

　「 ボ ラ ン テ ィ ア を お 願 い で き る 人 が 見 つ か れ ば 、後 は 活 動 し て い た だ く だ け 」と い

う わ け に は い き ま せ ん 。日 程 調 整 や 打 合 せ か ら 当 日 の 活 動 、活 動 の 評 価 ま で 、連 携 活

動 の 管 理・運 営 つ ま り「 マ ネ ジ メ ン ト 」が 必 要 で す 。こ れ を 、教 員 が 授 業 を 行 い な が ら

実 施 す る の は 非 常 に 大 変 な こ と で す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 連 携 活 動 に お け る マ ネ ジ

メントをしてくれます。

○連携活動の計画づくり

　・地域連携教員がまとめた学校支援年間計画を受け取る。

　・コーディネーターはボランティアを集めて「連絡会議」を開く。

　・連絡会議でボランティアに予定を伝え、大まかな日程調整を行う。

○連携活動充実のための助言

　・活動する教科等の目標や活動の目的を把握して、ボランティアに伝える。

　・授業支援に出たときの児童・生徒の様子で気になったことを教員に伝える。

○ボランティアの活動支援 

　・ボランティア室の整備や運営等を行い、ボランティアを支援する。

　・ボランティアの活動上の悩み等に対して相談や助言を行う。

　・突然の時間変更や病気等によるボランティアの欠席に対応する。

○連携活動の評価

　・ボランティア、教員等と「反省会議」を実施し、連携活動を振り返る。

　・反省から出た課題に対応して改善策を検討し、次回の活動に反映させる。
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　 ボ ラ ン テ ィ ア の 支 援 に よ る 連 携 活 動 の 学 習 プ ロ グ ラ ム や 活 動 の 成 果 は 貴 重 な 財

産 で す 。地 域 連 携 教 員 と 連 携 し て「 地 域 連 携 実 践 シ ー ト 」等 と し て 活 動 の 状 況 を 記

録 し た り 、活 動 計 画 書 の 反 省 欄 等 に 記 入 し た り す る な ど 、記 録 を 蓄 積 し 、今 後 の 連

携 活 動 に 生 か し て い き ま す 。

　 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、地 域 住 民 や 他 校 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 、「 地 域 の キ ー パ ー

ソ ン 」と の ネ ッ ト ワ ー ク を 持 っ て い ま す 。そ の ネ ッ ト ワ ー ク を 生 か し て 、コ ー デ ィ

ネ ー タ ー は 地 域 の 教 育 資 源（ 人 的・物 的 ）の 情 報 を 収 集 し て く れ ま す 。

　 学 校 で 何 が 行 わ れ て い る の か 、ボ ラ ン テ ィ ア が ど の よ う に 活 動 し て い る か 。そ し

て 、学 校 が ど ん な こ と を 必 要 と し て い る か を 地 域 に 伝 え て い く こ と で 、地 域 住 民 に

よ る 学 校 支 援 の 輪 が 広 が り ま す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、地 域 の 回 覧 板 の ニ ュ ー ス や 、

地 域 で の 集 ま り 等 の 中 で 、様 々 な 学 校 情 報 を 地 域 に 発 信 し 、「 私 に も で き る こ と が

あ っ た ら 声 を か け て く だ さ い 」と い う 人 た ち を 増 や し て く れ ま す 。

　 学 校 は 保 護 者 た ち に と っ て も 地 域 住 民 に と っ て も 学 び 合 い の 場 で す 。子 ど も は 大

人 か ら 、大 人 は 子 ど も か ら 、互 い に 多 く の こ と を 学 び 合 っ て い ま す 。現 在 、地 域 コ

ミ ュ ニ テ ィ の 希 薄 化 が 指 摘 さ れ て い ま す が 、子 ど も の 活 動 を 支 援 す る た め に 、積 極

的 に 協 力 す る 大 人 が 増 え て い ま す 。学 校 支 援 に 集 ま っ た 大 人 た ち が 、学 校 支 援 だ け

で な く 、活 動 を 通 し て 得 ら れ た ネ ッ ト ワ ー ク を 基 に 、「 新 た な 地 域 で の 学 び 」や「 新

た な 地 域 で の 活 動 」に つ な が る よ う 、人 と 人 、人 と 物 を 結 び 付 け て い く の が コ ー デ ィ

ネ ー タ ー で す 。

　 こ の よ う に 、コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 地 域 づ く り の 視 点 も 持 っ て い ま す の で 、こ れ か

ら の 学 校 と 地 域 が 目 指 す 、「 学 校 を 核 と し た 地 域 づ く り 　 　 　 　 　 　 　 」に ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 を つ な げ て い く こ と が 期 待 さ れ ま す 。

　 那 須 町 立 高 久 小 学 校 で は 、第 ６ 学 年 の「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」に お い て 、地 域 の 歴 史 や 伝 統 芸

能 等 を 調 べ て い く 中 で 、地 元 の「 本 郷 八 木 節 」の 存 在 が 浮 か び 上 が っ た 。早 速 、地 域 コ ー デ ィ ネ ー

タ ー に 学 校 側 の 要 望 を 伝 え 、活 動 休 止 状 態 で あ っ た「 本 郷 八 木 節 保 存 会 」と の 交 流 が 生 ま れ た 。

定 期 的 に 実 技 指 導 等 を 受 け る 時 間 も 作 っ て 、学 習 発 表 会 で の

児 童 と 保 存 会 と の 共 演 が 実 現 し た 。そ の 間 、学 校 で の 指 導 に 関

わ る 保 存 会 の 参 加 メ ン バ ー も 増 え 、活 動 休 止 状 態 だ っ た 会 の

活 動 が 一 気 に 活 気 づ い た 。こ の 取 組 が 高 久 地 区 公 民 館 に 伝 わ

り 、「 芸 能 な ん で も 自 慢 大 会 」へ の 参 加 す る な ど 、「 本 郷 八 木 節 」

を 多 く の 地 域 住 民 に 披 露 す る こ と が で き た 。児 童 の 笑 顔 が 、共

演 の 成 功 を 物 語 っ て い た 。    
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図 3.3　校種に応じたコーディネーターの傾向（目安）
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（３）コーディネーターの探し方（学校独自で探したい場合）

　 学 校 に コ ー デ ィ ネ ー タ ー が い な い 場 合 は 、学 校 の 状 況 に 応 じ て 情 報 源 を 頼 り に 探

し て い く 、ま た は 地 域 の 様 々 な 方 と 出 会 う 必 要 が あ り ま す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 見 つ

け る た め の 情 報 源 と し て 、ま た 出 会 う 方 々 と し て 、次 の よ う な 例 が 挙 げ ら れ ま す 。

○ 学 校 関 係（ 保 護 者 、同 窓 会 、学 校 評 議 員 、退 職 教 員 　 等 ）

○ 地 域 関 係（ 自 治 会 、子 ど も 会・育 成 会 、社 会 教 育 関 係 団 体 、社 会 福 祉 協 議 会 　 等 ）

○ ボ ラ ン テ ィ ア 関 係（ 活 動 中 の ボ ラ ン テ ィ ア 、近 隣 校 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 　 等 ）

○ 行 政 関 係（ 市 町 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 主 管 課 、公 民 館 、教 育 事 務 所 ふ れ あ い 学 習

　 課 等 ） 

　 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、そ の 属 性 等 に よ り「 得 意 な フ ィ ー ル ド 」を 持 っ て い ま す 。人

に よ っ て は 多 く の フ ィ ー ル ド を 持 っ て い る 方 々 も い ら っ し ゃ い ま す が 、一 般 的 に 得

意 な フ ィ ー ル ド は 次 の よ う に 整 理 す る こ と が で き る で し ょ う 。

　 こ れ ら の 状 況 と 、「 発 達 段 階 に よ る 地 域 の 捉 え 方（ Ｐ ６ ）」を 考 え 併 せ る と 、校 種 に

応 じ て 得 意 な フ ィ ー ル ド を 持 つ コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 複 数 設 置 し て い く こ と が 、効 率

的 な 連 携 活 動 の 推 進 に つ な が っ て い き ま す 。

保 護 者・元 保 護 者 、自 治 会 関 係 者 、近 隣 の 住 民 　 等

商 店 会 の 関 係 者 、公 民 館 職 員 、地 域 団 体 の 役 員 　 等

行 政 職 員 、商 工 会 議 所 関 係 者 、高 等 教 育 機 関 関 係 者 、

企 業 関 係 者 　 等
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　小学生段階では学校支援ボランティアが学校に来て活動したり、地域の教育資源を教

材 と し て 使 用 し た り す る 場 面 が 多 い こ と か ら 、学 校 周 辺 の 地 域 に 詳 し い 人 が コ ー デ ィ

ネーターとなる場合が多いようです。中学生段階では、ボランティア活動をはじめ、生徒

が 地 域 に 出 て 活 動 を す る 場 面 が 多 い こ と か ら 、公 民 館 職 員 や 地 域 の 商 店 会 等 、小 学 生 段

階と比べて広域的に地域情報やつながりを持っている方にも、コーディネーターとして

活躍してもらうことが望まれます。また、高校生段階においては「地域課題解決」や「キャ

リア教育」等、生徒がこれまでの学びを生かしていく活動が多くなってくることから、行

政職員や高等教育機関等、広域的・専門的につながりを持っている方が望まれます。

　 た だ し 、コ ー デ ィ ネ ー タ ー は ア ン テ ナ を 高 く し て 、様 々 な 機 会 を 自 ら 求 め て い く 人 も

多いことから、地域の方であっても大きなネットワークを構築している方もいらっしゃ

います。コーディネーターの皆さんと情報交換しながらコーディネートの輪を広げてい

きましょう。

管 理 職 を は じ め 関 係 職 員 に よ り コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 設 置 に 関

する方針を決定し、全教職員の理解と合意を得ます。     

ま ず は 、活 動 中 の ボ ラ ン テ ィ ア や 保 護 者 、同 窓 会 等 、学 校 周 辺

の地域に詳しい方々に声をかけ状況を聞きます。

引き受けてくれそうな方に、学校の教育方針の説明や学校見学

等をしてもらい学校を知ってもらいます。             

また、候補者について関係職員に報告・検討します。     

教職員の合意を得た後、候補者にコーディネーターとして活躍

していただけるよう依頼します。                     

担当教員を明確にするとともに、ボランティア室の設置や掲示

板の整備等、校内の受入れ体制を整えます。         

コーディネーターを職員等に紹介し、教員と顔が分かる関係づ

くりを行います。


